
 平 成 ３ １ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 Ａ Ｉ 第 三 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 

 
科       目 

 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ J －  1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― J －  7 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― J － 11 ～ 14 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１J９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6 Ｍ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

解答の公表は５月２９日１０時以降の予定です。 

合否の検索は６月１７日１４時以降可能の予定です。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、 (ア) オームである。 (５点)

① ４ ② ５ ③ ６

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に２アンペアの交流電流が流れているとき、端子

ａ－ｂ間の電圧は、 (イ) ボルトである。 (５点)

① １５ ② ２６ ③ ３４

図２

(３) 平行電極板で構成されるコンデンサの静電容量を大きくするには、 (ウ) する方法があ

る。 (５点)

① 電極板の面積を小さく

② 電極板の間隔を広く

③ 電極板間に誘電率の大きな物質を挿入

(４) 交流回路における皮相電力は、有効電力と無効電力のそれぞれの２乗の和の平方根に等しく、

その単位は、 (エ) である。 (５点)

① ボルトアンペア ② バール ③ ワット

ａ

ｂ

１ Ω２ Ω

３ Ω４ Ω ６ Ω

３ Ω

ｂａ

Ｒ＝１２ Ω ＸＣ＝５ Ω
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ｐ形半導体において、正孔を作るために加えられた不純物は、 (ア) といわれる。

(４点)

① ドナー ② アクセプタ ③ キャリア

(２) 図１に示す回路に、図２に示す波形の入力電圧Ｖ を加えると、出力電圧Ｖ は、 (イ)Ｉ Ｏ

の波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、|Ｖ|＞|Ｅ|とする。 (４点)

(３) ホトダイオードは、ｐｎ接合ダイオードに光を照射すると光の強さに応じた電流が流れる現

象である (ウ) 効果を利用して、光信号を電気信号に変換する機能を持つ半導体素子であ

る。 (４点)

① 光 電 ② ミラー ③ 圧 電

(４) トランジスタ回路のエミッタ接地方式では、入力電圧と出力電圧の位相差が (エ) 度で

ある。 (４点)

① ０ ② ９０ ③ １８０

(５) トランジスタ回路において、ベース電流が (オ) マイクロアンペア、コレクタ電流が

２.４８ミリアンペア流れるとき、エミッタ電流は２.５５ミリアンペアとなる。 (４点)

① ０.０７ ② ５.０３ ③ ７０

Ｅ

Ｒ

ｖＩ ｖＯ

図１

t

ｖI

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
ｖ

図２

t②

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ

t①

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ

t③

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ

t ④

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア) と表すことが

できる。 (５点)

① Ａ＋Ｂ＋Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 表は、２入力の論理回路における入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係を表

した真理値表を示したものである。この論理回路の論理式が、Ｃ ＝ (Ａ＋Ｂ)＋Ａ･Ｂ で表され

るとき、出力論理レベルＣは、表の出力論理レベルのうちの (イ) である。 (５点)

① Ｃ１ ② Ｃ２ ③ Ｃ３

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

入力論理レベル 出力論理レベル

Ａ Ｂ Ｃ２

００

1

1

1

1

０

０

Ｃ１ Ｃ３

1０

０

０

1

1

1

０

1

1

０

1
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(３) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及びｂと出力

ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ Ａ･Ｃ＋(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)

① １ ② Ａ･Ｃ＋Ｂ ③ Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電力が２８ミリワット、その伝送損失が１キロメートル

当たり１.０デシベル、電力計の読みが２.８ミリワットのとき、増幅器の利得は (ア)

デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。 (５点)

① ３０ ② ４０ ③ ５０

図１

(２) 電力線からの誘導作用によって通信線(平衡対ケーブル)に誘起される (イ) 電圧は、一

般に、電力線の電圧に比例する。 (５点)

① 電磁誘導 ② 静電誘導 ③ 放 電

(３) 図２において、電気通信回線のインピーダンスをＺ 、負荷のインピーダンスをＺ 、変成器１ ２

１Ｚの１次側の巻線数をｎ 、２次側の巻線数をｎ とすると、 ＝ (ウ) のときにインピー１ ２
２Ｚ

ダンスが整合する。ただし、変成器は理想的なものとする。 (５点)

２ ２
１ １ ２ ２ｎ ｎ ｎ ｎ① ② ③ ④
２ ２ １ １ｎ ｎ ｎ ｎ

図２

(４) 信号電力を１０ワット、雑音電力を１ワットとすると、信号電力対雑音電力比は、 (エ)

デシべルである。 (５点)

① －２０ ② －１０ ③ １０ ④ ２０

電気通信回線

２５  kｍ

電気通信回線

１５  kｍ

発振器 電力計Ｗ

増幅器

電気通信回線

変成器

巻線比

Ｚ１

Ｚ２

ｎ１：ｎ２

負
荷
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル信号の変調において、デジタルパルス信号の１と０に対応して正弦搬送波の位相を

変化させる方式は、一般に、 (ア) といわれる。 (４点)

① ＡＳＫ ② ＦＳＫ ③ ＰＳＫ

(２) 光ファイバ通信における光変調方式の一つである外部変調方式では、光を透過する媒体の屈

折率や吸収係数などを変化させることにより、光の属性である (イ) 、周波数、位相など

を変化させている。 (４点)

① 強 度 ② 利 得 ③ スピンの方向

(３) 光ファイバ通信において、１心の光ファイバに波長の異なる複数の信号波を多重化する技術

は、 (ウ) といわれる。 (４点)

① ＦＤＭ ② ＴＤＭ ③ ＷＤＭ

(４) デジタル伝送における雑音について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル信号に変換する過程で生ずる雑音には、量子化雑音がある。

Ｂ ＰＣＭ伝送特有の雑音には、白色雑音、ガウス雑音などがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル伝送路などにおける伝送品質の評価尺度の一つである (オ) は、測定時間中に

伝送された符号(ビット)の総数に対する、その間に誤って受信された符号(ビット)の個数の割

合を表したものである。 (４点)

① 平均オピニオン評点(ＭＯＳ) ② ＢＥＲ ③ ％ＥＦＳ
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 端末設備と電気通信事業者の交換設備との間で用いられる加入者線信号方式において、発信

端末から交換機へ送信する加入者線信号としては、 (ア) などがある。 (５点)

① 発信音 ② 呼出音 ③ 発呼信号 ④ 呼出信号

(２) 図は押しボタンダイヤル式電話機の回路の例を示したものである。図中のダイオードブリッ

ジ回路は、電気通信回線側の電圧極性が反転しても、押しボタンダイヤル信号発生用のＩＣな

どへ供給する (イ) の極性を一定に保つ動作をする。 (５点)

① 直流電圧 ② 呼出信号 ③ 選択信号

(３) １.９ギガヘルツ帯の周波数を用いた時分割多元接続方式による広帯域デジタルコードレス

電話は、 (ウ) 方式を参考に規格化されたＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ１０１に準拠している。

(５点)

① Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ② ＤＥＣＴ ③ Ｗｉ－Ｆｉ

(４) ファクシミリ装置で用いられる符号化方式のうちのＭＨ方式は、送信原稿を走査して得られ

た画信号の主走査方向の統計的性質を利用することにより冗長度抑圧を行う (エ) 符号化

方式の一つに分類される。 (５点)

① 階層的二値画像圧縮 ② １次元 ③ ２次元

(５) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.９０として標準化された変復調装置は、一般に、 (オ) モデムとい

われ、電気通信回線側への送信と電気通信回線側からの受信とで、最大データ伝送速度が異

なっている。 (５点)

① ＡＤＳＬ ② ３３.６ｋ ③ ５６ｋ

通

話

回

路

ダ

イ

オ

ド

ブ

リ

ッ

ジ

回

路

電

気

通

信

回

線

ＶＤＤ

OSC2
～
発
振
器

ＶＳＳ

ＩＣ

０

８７ ９

５４ ６

２１ ３

Ｌ４

Ｌ３

Ｌ２

Ｌ１

ダイヤルスイッチ

MUTE

ＭＦ

OSC1

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

定電 圧回路
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成は、ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＡ、ＴＥ１及び

ＴＥ２の機能群並びにＳ、Ｔ及びＲの参照点で構成される。参照点Ｓ及びＴが一致する場合、

この一致点をＳ／Ｔ点というが、これは機能群の (ア) が存在しない状態である。 (５点)

① ＮＴ１ ② ＮＴ２ ③ ＴＥ１

ＩＳＤＮ (イ) 。(２) 基本ユーザ・網インタフェースについて述べた次の二つの記述は、

(５点)

Ａ 同一インタフェース上に接続された端末は、発信する呼ごとにパケット交換か回線交換か

を選択できる。

Ｂ 同一インタフェース上に複数の端末が接続される配線構成において、複数端末間のＤチャ

ネルアクセス制御手順にはエコーチェック方式が用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１の規定について述べた次の記述のうち、

誤っているものは、 (ウ) である。 (５点)

① ＮＴからＴＥ及びＴＥからＮＴに伝送されるフレームの周期は、１２５マイクロ秒

である。

② ＮＴとＴＥ間におけるデータ信号の伝送ビットレートは、上り下り方向とも１９２

キロビット／秒である。

③ ＮＴとＴＥ間のデータ伝送単位であるフレームは、各チャネルの情報ビット、制御

用ビットなどを合わせた４８ビットで構成されている。

(４) 図１は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＬＡＰＤのフレーム構成を示した

ものである。図中のＣフィールドは、 (エ) フィールドといわれ、最大２６０オクテット

で構成される。 (５点)

① アドレス ② 制 御 ③ 情 報

フラグ Ａ Ｂ Ｃ フラグＦＣＳシーケンス フィールド フィールド フィールド シーケンス

図１
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(５) 図２は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼における基本呼制御シーケンス

の一部を示したものである。図中のＸの部分のシーケンスについては、 (オ) チャネルが

使用される。 (５点)

① １６キロビット／秒のＤ ② ６４キロビット／秒のＤ

③ １６キロビット／秒のＢ ④ ６４キロビット／秒のＢ

図２

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに用いられるＤＳＵは、物理的及び電気的に網を終

端する機能を持ち、一般に、加入者線区間の伝送方式に対応した (ア) 終端回路などで構

成されている。 (５点)

① 線 路 ② バス ③ レイヤ３

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタには、一般に、アナログ電話

機などを接続するためのポートとして、 (イ) のアナログインタフェースが複数用意され

ている。 (５点)

① ６ピン・モジュラプラグ ② ６ピン・モジュラジャック

③ ８ピン・モジュラプラグ ④ ８ピン・モジュラジャック

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタの独自機能のうち、外線通話

中に空いている (ウ) を利用し、第三者を呼び出して三者間で通話できる機能は、疑似三

者通話といわれる。 (５点)

① アナログポート ② アナログ回線 ③ Ｂチャネル

(４) グローバルＩＰアドレスとプライベートＩＰアドレスを相互変換する機能は、一般に、

(エ) といわれ、インターネットなどの外部ネットワークから企業などが内部で使用して

いるＩＰアドレスを隠すことができるため、セキュリティレベルを高めることが可能である。

(５点)

① ＤＭＺ ② ＩＤＳ ③ ＮＡＴ

発信端末 ＩＳＤＮ交換網 着信端末

データ転送

ＸＸ
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(５) インターネット上でサービスを提供しているコンピュータに対し、パケットを大量に送りつ

ける、セキュリティホールを悪用するなどによりサービスを妨害する攻撃は、一般に、

(オ) 攻撃といわれる。 (５点)

① ブルートフォース ② ＤｏＳ ③ ゼロデイ

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号に規定されている、接地線など

に用いられる６００Ｖビニル絶縁電線の記号は、 (ア) である。 (５点)

① ＡＥ ② ＤＶ ③ ＩＶ

(２) デジタル式テスタを用いて抵抗を測定する際、その値がどの程度の大きさか未知の場合であっ

ても、測定値の大きさに応じて自動的に最適な測定範囲に切り替わる (イ) 機能により、

適正な精度で測定することができる。 (５点)

① オートレンジ ② リラティブ測定 ③ データホールド

(３) メタリック平衡対ケーブルを用いたＩＳＤＮ(基本インタフェース)回線の電気的特性につい

ての電気通信事業者側から行われる試験のうち、 (ウ) 試験では、測定値が規格値(判定基

準値)を超える大きい値であるとき、当該試験結果は良好であると判定される。 (５点)

① 静電容量 ② ループ抵抗 ③ 絶縁抵抗

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＤＳＵとグループ４(Ｇ４)ファクシミリ

装置を (エ) 構成により接続する場合、ＤＳＵとＧ４ファクシミリ装置間の送受各１対の

インタフェース線における２線間の極性は、反転してもよいとされている。 (５点)

① 短距離受動バス ② ポイント・ツー・ポイント

③ ポイント・ツー・マルチポイント

(５) 図に示す戸建て住宅のＩＳＤＮ(基本インタフェース)回線の端末配線工事において、１階で

Ｇ４ファクシミリ装置をＧ４モードで使用し、２階でインターネットに接続するパーソナルコ

ンピュータ(ＰＣ)を使用する場合、１階のＧ４ファクシミリ装置は、屋内線を用いて２階に設

置したＤＳＵ内蔵型ＴＡの (オ) ポートと接続すればよい。 (５点)

① データ ② Ｓ／Ｔ ③ アナログ

保安器

Ｇ４ファクシミリ装置

ＰＣＤＳＵ内蔵
型ＴＡ

引込線

２階

１階
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信事業とは、電気通信役務を他人の需要に応ずるために提供する事業(放送法

に規定する放送局設備供給役務に係る事業を除く。)をいう。

② 専用役務とは、特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。

③ 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であって専用役務

以外のものをいう。

(２) 電気通信事業法は、電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を (イ) なものとする

とともに、その公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確保するとと

もにその利用者の利益を保護し、もって電気通信の健全な発達及び国民の利便の確保を図り、

公共の福祉を増進することを目的とする。 (５点)

① 適正かつ合理的 ② 安定かつ長期的 ③ 公平かつ安定的

(３) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、総務

大臣が電気通信回線設備を利用する他の利用者の (ウ) の発生を防止するため特に必要が

あると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみなす。

(５点)

① 通信への妨害 ② 電気通信設備への損傷 ③ 端末設備との間で鳴音

(４) 端末系伝送路設備とは、端末設備又は (エ) と接続される伝送路設備をいう。 (５点)

① 事業用電気通信設備 ② 電気通信回線設備 ③ 自営電気通信設備

(５) 電気通信事業法に規定する｢重要通信の確保｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(５点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信事業法に規定する重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業

者と相互に連携を図りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続

する場合には、それぞれの管理規程で定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いにつ

いて取り決めることその他の必要な措置を講じなければならない。

Ｂ 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあると

きは、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は秩序の維持のた

めに必要な事項を内容とする通信を優先的に取り扱わなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。

② ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、

主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事及び総合デジタ

ル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

③ ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

(２) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則において、 (イ) に接続される端末機器に

表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｄと規定されている。 (５点)

① 総合デジタル通信用設備 ② アナログ電話用設備

③ デジタルデータ伝送用設備

(３) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を (ウ)

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その設備若しくは帳簿書類を検査させることができる。 (５点)

① 設置した者 ② 管理する者 ③ 運用する者

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(エ) である。 (５点)

① 絶対レベルとは、一の有効電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表わしたも

のをいう。

② 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を除く。

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、 (オ) を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制御機能により

実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄与

することを目的とする。 (５点)

① 不正プログラム ② アクセス管理者 ③ 電気通信回線
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 移動電話端末とは、端末設備であって、移動電話用設備(インターネットプロトコル

移動電話用設備を除く。)に接続されるものをいう。

② アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいてプラグジャック方式の接続形式で接続されるものをいう。

③ 応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

(２) ｢絶縁抵抗等｣において、端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用
きょう

電気通信設備との間において、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超え

る交流の場合にあっては、その使用電圧の (イ) 倍の電圧を連続して１０分間加えたとき

これに耐える絶縁耐力を有しなければならないと規定されている。 (５点)

① １.５ ② ２.０ ③ ２.５

(３) 安全性等又は責任の分界について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) で

ある。 (５点)

① 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

② 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするた

め、事業用電気通信設備との間に保安器を有しなければならない。

③ 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備

から容易に切り離せるものでなければならない。

(４) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるように接地

しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有

してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務大

臣が別に告示するものを除き、使用する (オ) が空き状態であるかどうかについて、総務

大臣が別に告示するところにより判定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するも

のでなければならない。 (５点)

① 電波の周波数 ② 無線中継器 ③ 配線設備
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ

記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末の｢漏話減衰量｣又は｢直流回路の電気的条件等｣について述べた次の文章の

うち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

② アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであっては

ならない。

③ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、０.２

メガオーム以上でなければならない。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (５点)

① ミニマムポーズとは、隣接する信号間の休止時間の最大値をいう。

② 高群周波数は、１,２００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ 周期とは、信号送出時間と信号受信時間の和をいう。

(３) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣において、直流回路を開いているときのアナ

ログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、 (ウ) マイクロファラド

以下でなければならないと規定されている。 (５点)

① ３ ② ４ ③ ５

(４) 移動電話端末の｢基本的機能｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 応答を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものであること。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)を切

断する信号を送出するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末は、自動再発信を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を

除く。)にあっては、その回数は最初の発信から (オ) 分間に２回以内でなければならない。

この場合において、最初の発信から (オ) 分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 

 
 


